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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第80期

第３四半期連結
累計期間

第80期
第３四半期連結
会計期間

第79期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 59,621,16619,819,93777,403,644

経常利益（千円） 653,888 49,1831,544,971

四半期（当期）純損失（△）

（千円）
△2,242,619△1,561,158△1,883,014

純資産額（千円） － 34,471,90239,497,143

総資産額（千円） － 64,318,10470,284,139

１株当たり純資産額（円） － 487.61 555.11

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△）（円） △35.72 △24.87 △29.84

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 47.6 49.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,101,686 － 4,740,966

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,818,270 － △4,951,568

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△410,617 － △730,512

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 4,812,4016,350,266

従業員数（人） － 1,597 1,642

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営んでいる事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 1,597    

　（注）　従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含む。）であります。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 824     

　（注）　従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称 金額（千円）

コンパウンド 13,946,506

フイルム 4,210,174

食品包材 1,642,876

合計 19,799,558

　（注）１　金額は、販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称 受注高（千円） 受注残高（千円）

コンパウンド 13,180,0022,387,455

フイルム 3,607,532 703,957

食品包材 1,577,169 155,186

商品 126,437 45,500

合計 18,491,1423,292,098

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類ごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類の名称 金額（千円）

コンパウンド 14,100,947

フイルム 4,161,723

食品包材 1,418,298

商品 138,968

合計 19,819,937

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国発の金融危機に端を発した世界同時不況の影響が実体経

済に及び、秋以降製造業を中心にほぼ全産業の急激な受注減として現れ、同時に起こった円高・株安と共に企業業

績の大幅な悪化を招き、雇用環境も悪化するなど、景気後退が鮮明となってきました。

　原材料価格は期の中盤までの過去に例のない高騰から秋以降の急反落とめまぐるしく動き、景気後退の影響を受

けた需要の減少を背景に製品の値下げ圧力が強まるという極めて厳しい事業環境が、日本国内外を問わず、当社グ

ループの業績に大きな影響を与えました。

　これに対し、全社的な更なるコスト削減の実施、需要環境に対応した価格改定や生産体制の見直しを図ってまいり

ましたが、その影響を充分に吸収するには至りませんでした。

　また、急激な円高による為替差損や株価下落による投資有価証券評価損の計上もあり、収益が悪化しました。さら

に、当社は繰延税金資産1,127百万円を取崩し、法人税等に計上しました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は19,819百万円、営業利益は202百万円、経常利益は49百万円、四半

期純損失は1,561百万円となりました。

　事業の種類別ごとの業績は次のとおりです。

①　コンパウンド事業

　長引く国内建材市場の落ち込みは、いまだ回復の兆しが無く建材用途の製品売上は低迷が続きました。また、こ

れまで好調に推移していた自動車用途のエラストマー、電子材料用途のエンジニアリングプラスチックも、世界

的な景気後退の影響を受け後半から売上は大きく落ち込みました。

　海外においては、これまで好調を維持したアジア地区の塩ビコンパウンド、適切な生産体制の下堅調な商業生産

を行ってきたエラストマーも、景気後退の影響を受け後半から売上が低迷してきました。

　その結果、連結売上高は14,100百万円となりました。

②　フイルム事業

　住宅着工戸数は改正建築基準法の影響を受け大きく落ち込んだまま、いまだに改正前の水準に戻らず、建材用フ

イルムは不振が続きました。

　また、これまで好調に推移してきました海外市場向け建材用内装フイルムは、世界的な金融危機に伴う景気後退

と急激な円高の影響を受け、売上高は大幅に落ち込みました。

　なお、群馬事業所においては、当期、生産および販売体制を抜本的に見直し、上半期その売上は、フイルム事業全

体の売上増に貢献いたしましたが、秋以降は世界的な金融危機に伴う景気後退と急激な円高の影響を受け、売上

は大きく落ち込みました。

　その結果、連結売上高は4,161百万円となりました。

③　食品包材事業

　国内では、業務用ラップの市場の縮小傾向が続き、売上は低迷したままですが、製品価格改定効果がでてきまし

た。また、環境配慮型製品は前年同期並みの売上を維持する中、輸出を開始するなど新たな販路を開拓いたしまし

た。

　海外においては、中国において一層営業・生産・技術の体制を充実させ、中国国内の市場開拓に注力し、売上を

大幅に伸ばしました。

　その結果、連結売上高は1,418百万円となりました。

④　商品

　事業の周辺商品ならびに関連商品を販売しました。

　その結果、連結売上高は138百万円となりました。

　なお、当第３四半期連結会計期間末における総資産は64,318百万円で、前連結会計年度末に比べ5,966百万円減少

しております。これは主に、為替による影響と中国食品包材事業会社の減損損失の計上による有形固定資産の減少、

株価下落による投資有価証券評価損の計上と繰延税金資産の取崩しによるものです。
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　所在地別セグメントは、次のとおりです。

①　日本

　住宅不況による建材需要の落込みの影響を受けた塩ビコンパウンドと建材用フィルム製品の売上は依然低迷が

続いております。一方、堅調に推移していました自動車用途向けのエラストマー製品、光学用フィルム製品の売上

は、世界的景気後退の影響を受け後半大きく落込みました。国内の連結子会社も需要の急減により売上を大きく

落としました。

　収益面では、原材料価格の下落がありましたが、売上の落込みが大きく、収益が悪化しました。これらを補うべく

コスト削減等を引き続き実施しております。

　この結果、連結売上高11,838百万円、営業利益38百万円となりました。

②　アジア

　塩ビコンパウンドは、タイ・中国ともに自動車用途向け、インドネシアは電線を中心に需要が堅調に推移し増収

となりましたが、世界的な景気後退の影響が後半から現れてきました。一方、中国での食品包材事業は、国内での

拡販と輸出に注力し増収となりました。

　収益面では、遅れていた製品価格改定効果が現れ収益は改善しました。

　この結果、連結売上高4,873百万円、営業利益147百万円となりました。

③　北米

　当社グループの主要営業分野である住宅関連産業及び自動車産業は、米国の景気後退の影響を最も強くうけて

おり、売上を減少させました。

　収益面では、原油価格の下落がありましたが、主要原材料価格の下落に至らず売上低迷と相俟って収益が悪化し

ました。

　この結果、連結売上高2,405百万円、営業損失16百万円となりました。

④　欧州

　高意匠フィルムのキッチン扉用ハイグロス製品の売上は、堅調に推移していますが、後半から一部陰りがみえて

きました。収益面においては比較的堅調に推移しました。

　この結果、連結売上高701百万円、営業利益25百万円となりました。

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、有形固定

資産の取得による支出や当社中間配当金の支払い等により、第２四半期連結会計期間末に比べ167百万円（△

3.4%）の減少となり、当第３四半期連結会計期間末残高は4,812百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、304百万円です。これは、税金等調整前四半期

純損失165百万円を計上しましたが、減価償却費及び投資有価証券評価損の計上等非資金項目の増加、たな卸資産

の減少によるキャッシュの増加等が、賞与引当金の減少や売上債権の増加、法人税等の支払等によるキャッシュ

の減少を上回ったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動に使用した資金は、263百万円です。これは、主に有価証券の売却に

よる収入がありましたが、有形固定資産の取得による支出がこれを上回ったことによるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動で使用した資金は、46百万円です。これは、主に設備資金として長

期借入金の増加がありましたが、当社の中間配当金による支出がこれを上回ったことによるものです。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間における国内外の景気減速による需要の縮小は、特に当社グループの主要営業分野で

ある自動車、家電、電子材料、住宅に強く現れ、在庫調整と相俟って、急激な受注の減少を招いております。加えて、原

油価格の反落による製品価格値下げの圧力が強まるなど、大変厳しい経営環境に直面しております。

　既に講じている諸施策は、一定の成果を挙げておりますが、これらの環境の激変に充分には対応できておりませ

ん。

　従いまして、諸施策遂行のスピードアップを図ることに加え、現下の生産数量に応じた製造・技術・営業体制を再

構築し、収益の確保に最大の努力を行ってまいります。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、348百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　  当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

  　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 236,000,000

計 236,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 66,113,819 66,113,819
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000株

であります。

計 66,113,819 66,113,819 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日　
－ 66,113 － 8,514,018 － 6,532,977

 

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　3,325,000
－ 単元株式数1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式 62,024,000 62,024 同上

単元未満株式 普通株式　　764,819 － －

発行済株式総数 66,113,819 － －

総株主の議決権 － 62,024 －

　（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株含まれております。

また、「議決権の数（個）」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数7個が含まれておりま

す。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式318株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

リケンテクノス株式

会社

東京都中央区日本橋

本町三丁目11番５号
3,325,000 － 3,325,000 5.03

計 － 3,325,000 － 3,325,000 5.03

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 248 263 275 258 258 251 238 220 194

最低（円） 222 239 250 239 233 223 146 165 158

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から四半期連結財務諸表は、「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）

附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を適用しています。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,064,092 6,097,234

受取手形及び売掛金 ※5
 22,020,642 21,296,396

有価証券 800,972 800,419

商品及び製品 5,672,506 5,594,597

仕掛品 775,215 991,913

原材料及び貯蔵品 4,065,747 3,879,001

その他 759,178 937,049

貸倒引当金 △164,085 △163,259

流動資産合計 38,994,270 39,433,354

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,386,758 6,533,472

機械装置及び運搬具（純額） 7,812,144 8,977,252

工具、器具及び備品（純額） 726,039 996,564

土地 4,712,341 4,906,003

建設仮勘定 86,762 836,197

有形固定資産合計 ※1
 19,724,046

※1
 22,249,490

無形固定資産

のれん 87,338 26,552

その他 455,871 494,518

無形固定資産合計 543,209 521,071

投資その他の資産

投資有価証券 3,337,048 5,116,203

前払年金費用 1,155,539 1,213,772

その他 593,960 1,799,595

貸倒引当金 △29,971 △49,349

投資その他の資産合計 5,056,577 8,080,221

固定資産合計 25,323,834 30,850,784

資産合計 64,318,104 70,284,139
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 19,413,192 18,699,479

短期借入金 ※4
 3,484,720

※4
 3,044,945

1年内返済予定の長期借入金 6,376 183,855

未払金 831,298 1,384,027

未払費用 1,161,024 1,773,978

未払法人税等 112,010 319,840

賞与引当金 167,695 355,334

役員賞与引当金 15,000 24,000

その他 641,015 972,696

流動負債合計 25,832,334 26,758,157

固定負債

長期借入金 757,232 706,967

退職給付引当金 2,191,374 2,178,581

役員退職慰労引当金 121,437 140,376

その他 943,823 1,002,912

固定負債合計 4,013,867 4,028,837

負債合計 29,846,202 30,786,995

純資産の部

株主資本

資本金 8,514,018 8,514,018

資本剰余金 6,535,376 6,535,376

利益剰余金 16,875,268 19,838,606

自己株式 △1,245,146 △1,239,559

株主資本合計 30,679,516 33,648,441

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 411,986 992,401

為替換算調整勘定 △481,619 221,057

評価・換算差額等合計 △69,633 1,213,458

少数株主持分 3,862,018 4,635,243

純資産合計 34,471,902 39,497,143

負債純資産合計 64,318,104 70,284,139
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 59,621,166

売上原価 52,917,604

売上総利益 6,703,561

販売費及び一般管理費 ※1
 5,989,426

営業利益 714,135

営業外収益

受取利息 34,572

受取配当金 91,389

その他 149,011

営業外収益合計 274,973

営業外費用

支払利息 101,380

為替差損 136,732

その他 97,107

営業外費用合計 335,220

経常利益 653,888

特別利益

固定資産売却益 12,751

特別利益合計 12,751

特別損失

固定資産売却損 738

固定資産除却損 74,491

減損損失 475,629

投資有価証券評価損 312,068

たな卸資産評価損 440,115

その他 455

特別損失合計 1,303,498

税金等調整前四半期純損失（△） △636,858

法人税等 1,360,227

少数株主利益 245,533

四半期純損失（△） △2,242,619
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 19,819,937

売上原価 17,695,069

売上総利益 2,124,868

販売費及び一般管理費 ※1
 1,922,811

営業利益 202,056

営業外収益

受取利息 10,724

受取配当金 33,812

その他 43,981

営業外収益合計 88,518

営業外費用

支払利息 34,178

為替差損 194,125

その他 13,088

営業外費用合計 241,392

経常利益 49,183

特別利益

固定資産売却益 10,196

特別利益合計 10,196

特別損失

固定資産売却損 593

固定資産除却損 61,207

減損損失 △10,187

投資有価証券評価損 172,918

その他 1

特別損失合計 224,532

税金等調整前四半期純損失（△） △165,152

法人税等 1,362,328

少数株主利益 33,677

四半期純損失（△） △1,561,158
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △636,858

減価償却費 2,284,359

減損損失 475,629

のれん償却額 △5,062

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △18,938

退職給付引当金の増減額（△は減少） 76,605

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,959

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,000

賞与引当金の増減額（△は減少） △186,511

受取利息及び受取配当金 △125,961

支払利息 101,380

投資有価証券評価損益（△は益） 312,068

有形固定資産売却損益（△は益） △12,013

有形固定資産除却損 74,491

たな卸資産評価損 440,115

売上債権の増減額（△は増加） △1,340,836

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,004,981

仕入債務の増減額（△は減少） 1,375,487

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,546

その他 △210,399

小計 1,580,161

利息及び配当金の受取額 125,698

利息の支払額 △111,232

法人税等の支払額 △492,940

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,101,686

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △31,720

定期預金の払戻による収入 27,100

有価証券の売却による収入 500,097

有形固定資産の取得による支出 △2,104,896

有形固定資産の売却による収入 16,046

投資有価証券の取得による支出 △732

投資有価証券の売却による収入 540

貸付けによる支出 △33,760

貸付金の回収による収入 26,896

子会社株式の取得による支出 △140,576

その他 △77,264

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,818,270
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 604,880

長期借入れによる収入 163,318

長期借入金の返済による支出 △181,401

自己株式の取得による支出 △5,586

配当金の支払額 △464,331

少数株主への配当金の支払額 △527,496

財務活動によるキャッシュ・フロー △410,617

現金及び現金同等物に係る換算差額 △410,663

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,537,864

現金及び現金同等物の期首残高 6,350,266

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,812,401
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．会計処理基準に関する事

項の変更

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　提出会社及び国内連結子会社は、通常の販売目的で保有するたな卸資産について、従

来、主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、移動平均法による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ109,197千円

減少し、税金等調整前四半期純損失は549,312千円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 (2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18年５月17日）を適用し、連結決算

上必要な修正を行っております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

 (3）受取ロイヤルティの計上方法の変更

　提出会社は、従来受取ロイヤルティを営業外収益に計上しておりましたが、中期経営

計画で掲げている「塩ビ事業の更なるグローバル化」の実施に伴い、海外子会社から

受け取るロイヤルティの金額的な重要性が高まったことから、営業活動の成果をより

明確に表示するため、第１四半期連結会計期間より売上高に含めて計上する方法に変

更しております。

　この変更による損益への影響はありません。

  なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によってお

り、前連結会計年度以降に経営環境等に著しい変化があるか、又は、一時差異等の発生の

状況に著しい変化が認められる場合には、前連結会計年度末において使用した将来の業

績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方

法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．税金費用の計算 　当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該実効税率を乗じて計

算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果とな

る場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産減価償却累計額

42,639,974千円

※１　有形固定資産減価償却累計額

42,395,658千円

２　受取手形割引高は、159,830千円であります。 ２　受取手形割引高は、148,440千円であります。

３  裏書手形譲渡高は、120,841千円であります。 ３  裏書手形譲渡高は、119,110千円であります。 

※４　提出会社は、設備資金の効率的な調達を行なうため取

引銀行との間に当座貸越契約を締結しております。

　当第３四半期連結会計期間末の借入未実行残高は以

下のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 1,000,000千円

借入実行残高  1,000,000

差引額 －

※４　提出会社は、設備資金の効率的な調達を行なうため取

引銀行との間に当座貸越契約を締結しております。

　当連結会計年度末の借入未実行残高は以下のとおり

であります。 

当座貸越極度額の総額 1,000,000千円

借入実行残高 1,000,000

差引額 －

※５　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間満期手形が、

四半期連結会計期間末残高から除かれております。

受取手形 512,457千円

支払手形 4,868千円
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（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

支払運賃 1,600,701千円

給料及び賞与   1,285,547

賞与引当金繰入額 35,104

退職給付費用 160,444

役員退職慰労引当金繰入額 32,330

役員賞与引当金繰入額 15,000

研究開発費 643,334

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

支払運賃 521,246千円

給料及び賞与 412,507

賞与引当金繰入額 32,903

退職給付費用 39,710

役員退職慰労引当金繰入額 10,601

役員賞与引当金繰入額 5,000

研究開発費 245,304

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日）

現金及び預金勘定 5,064,092千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金等 △551,690 

有価証券勘定 300,000 

現金及び現金同等物 4,812,401 
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（株主資本等関係）

　当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　66,113千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　 3,338千株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1)　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年6月27日

定時株主総会
普通株式 251,207 4 平成20年3月31日平成20年6月30日利益剰余金

平成20年11月7日

取締役会
普通株式 251,154 4 平成20年9月30日平成20年12月5日利益剰余金

(2)　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社のグループの事業内容は、合成樹脂加工等の事業であるので、事業の種類別セグメント情報は記載してお

りません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
11,838,8354,873,9452,405,383701,77219,819,937－ 19,819,937

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
843,011 － － 3,728846,740(846,740)－

計 12,681,8464,873,9452,405,383705,50120,666,677(846,740)19,819,937

営業利益又は営業損失

（△）
38,894147,145△16,02025,082195,1026,954202,056

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

北米
（千円）

欧州
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売

上高
37,808,40713,462,6216,411,7401,938,39759,621,166－ 59,621,166

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
2,684,999 － 1,627 34,5372,721,164(2,721,164)－

計 40,493,40613,462,6216,413,3681,972,93462,342,330(2,721,164)59,621,166

営業利益又は営業損失

（△）
112,345494,189△12,61880,694674,61139,523714,135

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主要な国又は地域

アジア：中国、タイ、インドネシア

北米　：米国

欧州　：オランダ

３　会計処理の方法の変更

（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(1)に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日）を

適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業

利益が、日本で109,197千円減少しております。

（受取ロイヤルティの計上方法の変更）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」１．(3)に記載のとおり、提出会社

は、従来受取ロイヤルティを営業外収益に計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より売上高に

含めて計上する方法に変更しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半

期連結累計期間の売上高は日本で299,447千円、消去又は全社で299,447千円それぞれ増加し、営業利益は

日本で299,447千円増加し、消去又は全社における利益が299,447千円減少しております。
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 5,570,9692,409,706713,183 17,0158,710,876

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 19,819,937

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
28.1 12.2 3.6 0.1 44.0

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 アジア 北米 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 16,485,1116,439,0702,313,597119,61025,357,389

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 59,621,166

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割

合（％）
27.7 10.8 3.9 0.2 42.5

　（注）１　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主要な国又は地域

アジア：中国、タイ、インドネシア

北米　：米国、カナダ

欧州　：イタリア、イギリス

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記

載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　       該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 487.61円 １株当たり純資産額 555.11円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 35.72円 １株当たり四半期純損失金額 24.87円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失（千円） 2,242,619 1,561,158

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 2,242,619 1,561,158

期中平均株式数（千株） 62,792 62,783

 

（重要な後発事象）

      　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認めら

れないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　平成20年11月７日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名

簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行うことを決議いたしました。

　（イ）中間配当による配当金の総額……………………251,154千円

　（ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月５日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年2月12日

リケンテクノス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 藤井　靜雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 堀　　健　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリケンテクノス株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リケンテクノス株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められな

かった。

　

追記情報 

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、提出会社及び国内連結子

会社は、第１四半期連結会計期間より、通常の販売目的で保有するたな卸資産について、移動平均法による原価法（貸借対

照表額については、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更している。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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